























は、縦横約 155 ×110 ㎜、厚さ約 70 ㎜（厚さ約 5 ㎜の表・
裏表紙の装丁板を含む）の、一巻本聖書写本である（図
1-1）。この版型は、今日広く普及している小型版の『新共





































図 2  fol. 32r　「出エジプト記」
4No.88
今日に至る。



































rubrique）により告知される（例：fol.275r “Explicit Liber 

























がりの左右見開き 2 葉（4 頁分に相当）を単位として作ら
れる。このビフォリウムを 4、5 あるいは 6 枚、時には 12
枚重ねた折丁（おりちょう；gathering）を、何冊か綴じ合
わせることにより、書物は作られた（4 枚折丁＝ 8 葉、16 頁； 
5 枚折丁＝10 葉、20 頁）。この「折丁」を単位とする冊子
体書物の構成法は、今日の印刷本においても基本的に同
じである。関西学院大学図書館所蔵『ラテン語ウルガタ聖

























一平面を単位として行われた。例えば、fol.1-8 を含む 4 枚
折丁では、fol.1 と fol.8、fol.2 と fol.7、fol.3 と fol.6、fol.4

































































































































ラムに第 2 序文冒頭のイニシアル “M”、右カラムに本文









図 6  fol. 249r　「エズラ記」本文冒頭のイニシアル “I”














































図 8  fol. 449v「エゼキエル書」本文冒頭のイニシアル “E”











逸名の彩飾写本画家 “Johannes Philomena” グループと
の関連を強く示唆する。3. 蔓草文様に散見するエメラルド
グリ ンーの蔦の葉や物語イニシアルの背地に頻出する白色















































































図 11  コーベルガー印行ラテン語聖書 , 第 3 版 , 1478
（創世記 1 章）
図 12  コーベルガー印行ラテン語聖書 , 第 3 版 ,　1478
（創世記 25 章）
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